
近年、企業を中心に脱炭素経営に向けた取り組みが急速に広がっています。

我が国においても、温室効果ガスの排出を 2050 年までに実質ゼロ、いわゆる

「カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現」を目指すことを宣言しています。

温暖化による地球環境問題が深刻化する中で、世界的に脱炭素化の流れが加速し

企業の責任として、カーボンニュートラルは SDGs と密接に関係しており

カーボンニュートラルに取り組むことは、SDGs の達成に繋がります。

省エネ等により排出量の削減に取り組むとともに、再生可能エネルギー利用への

転換が必要ですが、それだけでゼロにすることは困難です。

脱 CO2が、企業に求められている事

◆社会貢献

森林の CO2吸収量は、地域の樹木の種類によって差があります。

ここでは、北海道の人工林が吸収する CO2の平均的数量について算出しています。

1ヘクタール（100m×100m）あたり、植樹 700 本とし　30 年間に CO2吸収の量を約 294 トン

30 年までに CO2を蓄えていると推定され量は、約 120 トンと推定します。

合計の（294ｔ+120ｔ）÷30 年で平均 13.8ｔ削減に等しい。

ヘクタール年当たり トン
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樹木の CO2吸収力+貯蔵量が大きいのは

　　樹齢 30 年までがピーク
※北海道の人工林は 50 年～ 60 年で製材する過程である為

※30 年間所有しての数値

※この数値はカーボンニュートラルバンク独自の計算にて算出しています。

カーボンクレジットでなく

北海道は森林王国

※30 年間二酸化炭素吸収権

仕組みと効率化

その他GHG 無駄の削減

再生可能エネルギー化

（太陽光発電・風力発電）

削減出来ない数字
森林による
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相殺する

実質ゼロ（＝ニュートラル）

北海道水産林務部による資料
（http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/srk/grp/01/09pamphlet_forest_CO2.pdf）
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photosynthesisphotosynthesis

二酸化炭素 ＋ 水 → 植物の成長 ＋ 酸素酸素発生型光合成
6CO2+12H2O→C6H12O6+6O2+6H2O

ビジネスモデル

patentpatent

このビジネスモデルは特許庁にて認証されているものです

カーボンニュートラル

　　証明書発行
カーボンニュートラルバンクが認証する証明書です。

certificatecertificate

カーボンニュートラルのメリット

CO2貯蔵量・吸収量のピークを所有する

脱 CO2は、業種によって限界がある

カーボンニュートラルの仕組み

カラマツ・トドマツなどのおおよその

CO2貯蔵量・吸収量

◆従業員の雇用

ステークホルダーに対してその取り組みの意義や効果を訴求し、持続可能なビ

ジネスに向けた、大転換を果たしていくことが社会貢献の一端それを実現した

企業こそが、財務的価値や競争優位性を維持することができるのです。

環境に優しい企業は、働く従業員にとっても誇りとなります。環境省は、一定

の効果を得られたナッジ手法を活用し、温室効果ガス削減目標の達成に向けた

社員や消費者の行動変容への取り組みを支援します。

◆金融機関の支援

金融機関の融資が受けやすくなります。金融機関で、脱炭素経営を行う企業向

けの商品を取り扱っている場合があります。

例 /利率は所定の融資利率より 0.1%優遇した固定金利が適用されます。

カーボンニュートラルとは、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにすること

です。「全体としてゼロに」とは、「排出量から吸収量と除去量を差し引いた合

計をゼロにする」ことです。つまり、現実には温室効果ガスの排出量をゼロに

抑えることは難しいため、排出した分については同じ量を吸収または除去する

ことで、「差し引きゼロ（ニュートラル）にする」という意味です。

◆国の優遇制度

政府からの補助金・支援が受けられる場合があります。（参考）

•地域の脱炭素化実装に向けたスタートアップ支援事業

•工場、事業場における先導的な脱炭素化取組推進事業

【補助率】脱炭素化促進計画策定支援：2分の 1、設備更新補助：3分の 1

【補助上限】脱炭素化促進計画策定支援：100 万円、設備更新補助：1億円


